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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

１、新型コロナウイルス感染

症対策に関する政策の評

価と、アフターコロナを

考えた政策について 

 

 

 

【質問趣旨】 

新型コロナウイルス感染症

の拡大は、時間の経過と共に

大規模化しており、第 5 波が

始まった今、愛知県でも大都

市圏のような医療崩壊の危機

を感じています。 

感染拡大がいつ収束するか

予測が付かない状況の中、短

期では弱者救済の政策が重要

になりますが、それと同時に、

アフターコロナで未来に希望

が持てる政策を考えて、確実

に実行していくことも必要に

なってくると思います。 

今回の質問は、これまでの

瀬戸市のコロナ対策で実行さ

れてきた政策の確認をして、

第 5 波が始まった今、これか

らの瀬戸市にどんな政策が必

要になっているのかを考え、

(1)これまで（令和 2 年 2 月

から令和 3 年 6 月までに

議決された範囲）の、瀬戸

市のコロナ対策で実行し

てきた政策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)第 5 波が始まった今、瀬

戸市にどんな政策が必要

とされているのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 瀬戸市のコロナ対策で、これまで実行されてきた政策について、政策の分野毎に

区分した費用を伺います。 

 

② 瀬戸市のコロナ対策で、これまで実行されてきた政策の費用は、国の地方創生

臨時交付金や負担金、愛知県からの負担金、市独自の予算に区分すると、どの

ような内訳になっているのか伺います。 

 

③  瀬戸市のコロナ対策で、これまで実行されてきた政策について、政策の分野毎に       

どのように自己評価されているのか伺います。 

 

④ ③の自己評価とは別に、政策の分野毎に市民の声を聞いた評価も必要と考えま

す。瀬戸市は、現在までにどのような調査方法で市民の声を聞き、その声をどの

ように活かしてきたのか伺います。  

 

① 第 5波が始まっている中で、今の瀬戸市に必要な政策をどのように考え、それを

いつ実行しようと考えているのか伺います。 

 

② ①の政策を実行しようとする際の課題は何か伺います。 

 

③ コロナ対策には、“弱者救済”は絶対に外せない視点だと思います。瀬戸市の考え

る“弱者”とはどのような方をさすのか、市の考えを伺います。 
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質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

瀬戸市のコロナ対策で実行さ

れてきた政策の確認をし、第 5

波が始まった今、これからの

瀬戸市にどんな政策が必要に

なっているのかを考え、その

政策実現には何が課題になっ

ているのか、その政策実現は

可能なのかについて、問うも

のです。 

また、ワクチン接種や治療

薬の開発が進み、コロナパン

デミックの収束後を見越し

て、瀬戸市のアフターコロナ

政策に何が必要なのかを考え

るキッカケとなるような提案

をさせていただき、その実現

の可能性について問うもので

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)瀬戸市のアフターコロナ

政策に何が必要なのか 

 

  

 

 

 

 

 

 

④ 弱者救済ための対策は、実情を把握するため、弱者になってしまった市民の生の

声を聞くことから始まると思いますが、令和 3年度に入ってから、どのような分

野で、弱者の声をどのように聞いて現状把握しているのか伺います。 

 

⑤ ④で把握した内容を、これからの対策にどのように活かそうと考えているのか、

また、その対策をいつ実行しようと考えているのか伺います。 

 

⑥ 弱者対策の 1 つとして、令和 2 年 12 月定例会の一般質問で私が提案した“コロ

ナ禍での食料品アクセス問題”は、新型コロナウイルス感染症が長引くほど深刻

化する問題になると思いますが、具体的な進展は無い状況だと思います。市長は、

この問題の解決についてどのような指示をされ、この半年間で、コロナ対策の場

でどのような議論がされたのか伺います。 

 

① 瀬戸市のアフターコロナに必要な政策をどのようなものを考え、それをいつ実行

することが良いと考えているのか伺います。 

 

② 上記議論はどの場でされているのか、また、どのように決定されるのか伺います。 

 

③ ②の政策を実行しようとする際の課題は何か伺います。 
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質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)コロナ対策の市民合意に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ アフターコロナの政策の 1 つとして、令和 3 年 3 月定例会の一般質問で “市民

のニーズに応えるスポーツ施設の改修策”を提案しました。今年 6月の補正予算

で、照明設備やグランドの改修が実現されましたが、老朽化が進んでいる施設内

は手つかずの状態にあります。次の改修をどのように進めようと考えているのか

伺います。 

 

⑤ 例年だと、次年度からの中期事業計画の議論や、国や県からの補助金を獲得する

協議が既に始まっていると聞いています。市民が未来に希望が持てるアフターコ

ロナの政策を実現するには、多額の費用が必要になってくることを考えると、何

をやることが良いのかといった議論を、現時点で始め、早めに行動に移す必要が

あると思いますが、そうした取り組みに関する市の考えを伺います。 

 

① これまでの瀬戸市のコロナ対策は、当初コロナ対策本部会議で具体の内容を議論

されていたようですが、いつの頃からか、現場からの予算要求をさせて、それを

査定するルールに変更になったと聞きました。そうした方法で良いと考え、変更

した理由は何だったのか伺います。 

 

②この 1年のコロナ対策は、緊急性があるからという理由で、補正予算要求の段階ま

で議論の過程が見えない中で、短時間で議会での審議をせざるを得なかった事が

課題だと思います。そうした課題を解消するには、出来る限り検討や議論のプロセ

スの情報を公開していくことが必要だと思いますが、そうした改善について、どの

ように考えているのか伺います。 
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③ ②のルールの改善には、市長の強いリーダーシップが無ければ実現しないと思い

ます。また、進行管理についても、定期的に市長自らが確認し、その都度、指示

を出すことで、市民との信頼関係が強まるのではないかと思います。そうした改

善について市の考えと、いつまでに改善を実行するのかという意気込みを伺いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


